
別紙様式２－１

１．指導と評価の計画 中学校 第３学年 １５時間 領域 球技 単元（種目） バスケットボール 中学校 ６②班

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

導
入
１

○オリエンテーション
・バスケットボールの特性を知り

学習の見通しをもつ。
・自分の能力を把握する

①バスケットボールの持っている特性・
楽しみ方・学習の見通しを知っている。
（学習ノート、行動観察）

グ
ル
｜
プ
練
習
３

【学習１】
○ゲームで有効なドリブルやパス、シュートができるようにする。
（on the ball skill）

(1)ドリブル
・ルーズボールからの１対１

(2)パス
・台形を利用して２対２パス

（台形のコーナーのみでボールを
キャッチ）

(3)シュート
（ジャンプシュート・カットインシュート）

・オープンスペースへ走り込んで
・インサイドに飛び込んで
・ポストに上がって

◆ためしのゲーム（３対３）

①自分の課題をみつけ解決を図るため
に、すすんで練習に取組もうとしてい
る。
（学習ノート、行動観察）

①ゲームで有効なドリブル（ドライブ）
やパス、シュート、カットイン（走り込
み）について自分の課題を適切に見つけ
出すことができる。
（学習ノート、行動観察）

①ゲームで有効なドリブルやパス、
シュートの技能が身についている。
（行動観察、技能チェック表）

②ゲームで有効なドライブやパス、
シュートの種類や方法を説明したり、書
き出したりしている。
（学習ノート、行動観察）

グ
ル
｜
プ
練
習
３

【学習２】
○味方の（ドリブルやパス）に合わせて、空いているところでボー
ルをもらってシュートやパスができるようにする。

(1)パス＆ランプレイ
(2)味方のドライブに対して（２対２）

・オープンスペースへ走り込んで
・インサイドに飛び込んで
・ポストに上がって
もらう

○ボール－ゴール－相手の位置関係を意識した
ポジションや姿勢で守備ができるようにする。
(1)３対３で三角ボール回しを５回したのち

フリーで攻める

②チームの課題解決を目指して、仲間と
協力したり、教え合ったりして練習に取
り組む。
（学習ノート、行動観察）

③チームにおける自分の役割を自覚して
その責任を果たし、仲間と協力して準備
や後片づけなどを行い、また安全に留意
して練習やゲームを行う。
（行動観察）

②チームの能力や特徴に応じた作戦を立
てたり、自分やチームメイトの役割や動
きを把握しそれに応じた合理的な練習の
仕方を工夫している。
（学習ノート、行動観察）

②自チームの攻撃の際に、空いていると
ころに素早く走り込んだり飛び込んだり
してボールをもらい、シュートをしたり
パスをしたりできる。
（行動観察、技能チェック表）

③相手チームを防御する際に、自チーム
のカバープレイができるようなポジショ
ンを取り素早くカバーに入ることができ
る。
（行動観察、技能チェック表）

③バスケットボールについてのサポート
プレイのしくみや方法を説明したり書き
出したりしている。
（学習ノート、行動観察）

グ
ル
｜
プ
練
習
４

【学習３】
○味方を利用して自分が有利に攻められるようにしかけにいくこと
ができる

(1)１人のフリーマンを入れ、味方のスクリーンを
利用して攻める。

(2）有効なスクリーンをかける。
◆ためしのゲーム（３対３）→（４対４）

④作戦を成功させるために、声を掛け
合ったり、指示したりしてチームを高め
ようとする。
（学習ノート、行動観察）

③対戦相手を分析し、それに応じた自
チームの作戦を立てようとする。
（学習ノート、行動観察）

④自チームの攻撃の際に、スクリーンプ
レイを使うことができる。
（行動観察、技能チェック表）

④組織的な攻撃をするための練習の仕方
や自分やチームメイトの役割を把握し説
明したり書き出したりしている。
（学習ノート、行動観察）

指導と評価の一体化を明確にした授業づくり

ねらい・学習活動時間
学習活動における具体の評価規準



ま
と
め
４

【まとめ】
○まとめのリーグ戦で、空いているところに走り込んだり、スク
リーンを使っての攻めや協力して防御しているか確認する。

⑤試合結果を受け入れ、公正な態度をと
ろうとする。
（学習ノート）

④試合結果を受け入れ、自分や仲間の努
力の成果を振り返る。
（学習ノート、行動観察）

⑤用具の準備や試合運営の仕方やルー
ル、審判の方法を説明したり書き出した
りしている。
（行動観察、小テスト）



別紙様式２－２

２．評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

内容のまとまり
ごとの評価規準

単元の評価規準

学習活動における
具体の評価規準

球技の特性に関心をも
ち、楽しさや喜びが味
わえるように進んで取
組もうとする。また、
チームにおける自分の
役割を自覚して、園責
任を果たし、互いに協
力して練習やゲームを
しようとするととも
に、勝敗に対して公正
な態度をとろうとす
る。さらに、練習場な
どの安全を確かめ、健
康・安全に留意して練
習やゲームをしようと
する。

①自分の課題をみつけ
解決を図るために、す
すんで練習に取組もう
としている。
②チームの課題解決を
目指して、仲間と協力
したり、教え合ったり
して練習に取り組もう
とする。
③チームにおける自分
の役割を自覚してその
責任を果たし、仲間と
協力して準備や後片づ
けなどを行い、また安
全に留意して練習や
ゲームを行おうとす
る。
④作戦を成功させるた
めに、声を掛け合った
り、指示したりして
チームを高めようとす
る。
⑤試合結果を受け入
れ、公正な態度をとろ
うとする。

チームの課題や自分の
能力に適した課題の解
決を目指して、ルール
を工夫したり作戦を立
てたりして練習の仕方
やゲームの仕方を工夫
している。

選択した球技種目の特
性や学び方、技術の構
造、合理的な練習の仕
方を理解するととも
に、競技や審判の方法
を理解し、知識を身に
つけている。

・ルールや作戦を工夫
して、勝敗を競い合う
楽しさや喜びを味わお
うとする。
・チームにおける自分
の役割を果たし、協力
して練習やゲームをし
ようとする。
・ルールを守り、審判
の判定や指示に従い、
勝敗に対して公正な態
度をとろうとする。
・施設・用具の安全を
確かめ、危険なプレー
をしないで練習やゲー
ムをしようとする。

・ゲームの勝敗を分析
したり、ゲームを通し
てゲームや自分の課題
を明らかにし、その課
題の解決の仕方を選ぶ
ことができる。
・課題の解決に向けて
ルールを工夫したり、
作戦を立てたりする。

・自分のもっている技
能を発揮してゲームを
行うことができる。
・チームや自分の能力
に応じた課題の練習や
ゲームを通して、集団
的技能や個人的技能を
高めることができる。
・相手チームや自分の
チームの特徴に応じた
作戦を立て、ゲームが
できる。

・集団的技能や個人的
技能の高め方を知って
いる。
・合理的な練習の仕
方、練習計画の立て方
を知っている。
・試合の運営やルー
ル、審判の方法を知っ
ている。

①ゲームで有効なドリ
ブル（ドライブ）やパ
ス、シュート、カット
イン（走り込み）につ
いて自分の課題を適切
に見つけ出すことがで
きる。
②チームの能力や特徴
に応じた作戦を立てた
り、自分やチームメイ
トの役割や動きを把握
しそれに応じた合理的
な練習の仕方を工夫し
ている。
③対戦相手を分析し、
それに応じた自チーム
の作戦を立てようとす
る。
④試合結果を受け入
れ、自分や仲間の努力
の成果を振り返ること
ができる。

①ゲームで有効なドリ
ブルやパス、シュート
の技能が身についてい
る。
②自チームの攻撃の際
に、素早くサポートプ
レイができるような位
置に動いたり走りこん
だりできる。
③相手チームを防御す
る際に、自チームのカ
バープレイができるよ
うなポジションを取り
素早くカバーに入るこ
とができる。
④自チームの攻撃の際
に、スクリーンプレイ
を使いノーマークを作
りシュートにつなげる
ことができる。

①バスケットボールの
持っている特性・楽し
み方・学習の見通しを
知っている。
②ゲームで有効な有効
なドライブやパス、
シュートの種類や方法
を知っている。
③バスケットボールに
ついてのサポートプレ
イとスクリーンプレイ
のしくみや方法を知っ
ている。
④組織的な攻撃をする
ための練習の仕方や自
分やチームメイトの役
割を把握し説明するこ
とができる。
⑤用具の準備や試合運
営の仕方やルール、審
判の方法を理解してい
る。

選択した球技種目の特
性に応じた技能を身に
付け、作戦を生かした
攻防を展開してゲーム
ができる。



保健体育科（球技：バスケットボール）学習指導案
第３学年男女 ○○名

１ 単元名 球技（バスケットボール）

２ 単元の目標
（１）チームの課題や自己の能力に適した課題をもって各種の運動を行い，その技能を身に付け，

作戦を生かした攻防を展開してゲームができるようにする。（技能の内容）
（２）チームにおける自己の役割を自覚して，その責任を果たし，互いに協力して練習やゲーム

ができるようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。また，練習場
などの安全を確かめ，健康・安全に留意して練習やゲームができるようにする。

（態度の内容）
（３）チームの課題や自己の能力に適した課題の解決を目指して，ルールを工夫したり作戦を立

てたりして練習の仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにする。（学び方の内容）

３ 指導にあたって
（１）運動の特性 ＜省略＞
（２）生徒から見た特性 ＜省略＞
（３）生徒の実態（例）

３年３・４組３０名のクラスである。＜中略＞
＜バスケットボールの特性に触れる楽しさの体験状況＞
事前アンケート ①バスケットボールのどんなところが楽しいですか？

②これからの学習でどんなことができるようになりたいですか？ 他
＜集計結果略＞

＜バスケットボールの学習状況＞
１年時・・・個人技能の向上を主なねらいとして，身につけたものをゲームで発揮するするこ

とを課題とした学習をした。
２年時・・・個人技能を集団的な技能に発展させて，高まりのあるゲームができることを中心

課題とし，速攻やﾏﾝﾂｰﾏﾝ・ｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽを学習した。
（４）指導にあたって

球技は，集団対集団や個人対個人で作戦を立てて攻防を展開し，得点を取り合って競い合うと
ころに楽しさや喜びを味わうことができ，多くの生徒にとって興味・関心の高い運動である。し
たがって，バスケットボールを扱う本指導においても，種々の課題ゲームをとおして，個人やチ
ームの課題解決に向けて自主的・自発的に練習させ，個人的技能を効果的に高め集団的技能に発
展させることでゲームの様相が高まるような学習指導を進めたいと考えている。

２年時においては，ゲームを高める集団技能のプレーとして「シュートする」「相手の防御を
破る」「ボールの所有を失わない」ということあげ，「攻撃側はボールの所有を失わないようにし
ながら，相手防御を破り，より確率の高いシュートを打つ」という流れから，そのために必要
な技能や考え方を学習課題として進めた。そこで，３年時の本指導では，さらにゲームの様相を
高めるため，「より確率の高いシュートを打つ」ことにねらいを絞り込み，バスケットボールの
技能を，課題ゲームなどをとおして，生徒の気づきを促し，考えさせながら学習活動を進めてい
きたい。
＜本指導における学習活動の視点（技能）＞

◎より確率の高いシュートを打つために
①個人の技能で直線的に攻撃する。
②組織的に相手の防御を崩す。

◎そのために必要な技能（動き）
①シュートチャンスを見極める。 →自分とボール，ゴールの位置を考える。
②サポートする動きにより、意図的にノーマークの状態を生み出す。

→効果的なパスや効果的なパスを受けるための動き

４ 評価基準 （別紙様式２－２）
５ 指導と評価計画 （別紙様式２－１）

６ 本時の指導
単元名：バスケットボール 本時（８／１５時間）
本時のねらい
(1)練習を通して、効果的な方法を見つけたり、工夫しようとしたりすることができる。
(2)味方をうまく利用して、自分が有利に攻めることができる。

別紙様式２－３ 学習指導案



時間 学習内容（ねらい）および学習活動 教師の支援（指導）及び評価規準，評価方法
◎準備運動

・チーム毎にｽﾄﾚｯﾁをして，ﾊﾟｽ，ﾄﾞ
ﾘﾌﾞﾙ，ｼｭｰﾄ練習を行う

・各班に、いろいろ場面を想定して試してみる
ことを助言する。

導 入

10分

◎集合・挨拶・出欠確認・健康観察
◎本時の学習内容の確認 ・練習場所は，ﾛｰﾃﾝｼｮﾝで割り当てる。

・本時の課題，学習ﾉｰﾄ記入の内容 ・板書等により，迅速かつ確実に伝えられるよ
の確認 う配慮する。

◎味方を使って有効に攻撃するために
はどうしたらよいか ・発問により，具体的な動き方について考えさ
発問）味方をうまく使うためには せる。

どんな方法があるか。 自分のﾏｰｸﾏﾝを味方に当てるように走り込ん
(1)ボールを持った状態での味方の使 でﾎﾞｰﾙをもらうことができることをねらいと

い方 し た学習であることを確認する。
○１
× ○２にＤＦをぶつ ・ｽｸﾘｰﾝがかからず、ﾏｰｸﾏﾝをはずせないことが

ける 予想されるので、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙするｺｰｽを工夫させる。
○２ ・○ 2 の生徒の役割を確認する。

動き
展 開 ﾊﾟｽ

ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 【関心・意欲・態度の評価】
30分 練習を通して、効果的な方法を見つけたり、

(2)ボールを持たない状態での味方の 工夫しようとしたりすることができる。
使い方

○ 1
× ①

② ・○ 3 がパスを出す場所やタイミングについて
○ 2 ○ 3 シュートにつながるようなパスになるよう助

③ 言する。
・自分のﾏｰｸﾏﾝの位置を確認しながら、自分の動

きを工夫させる。
【運動技能の評価】
味方をうまく利用してして攻撃をすること
ができる。

◎試しのゲームをする。
下図の状態でゲームをスタートする。

○ ○

○
・ゲームをスタートするときの位置を決め、本

● ○＝攻撃 時のねらいに近づける工夫をする。
●

● ・練習したことを意識して、ｹﾞｰﾑに取り組ませ
る。

◎ﾁｰﾑﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ・学習ﾉｰﾄ記入のﾎﾟｲﾝﾄを与える。
・各ﾁｰﾑや個人の反省を行う。 ・各自の取り組みを観察して，課題が把握でき

整 理 ・学習ﾉｰﾄの記入する。 ているか確認する。
◎本時のまとめ ・よかった点や改善点を具体的に助言する。

10分 ・学習（練習）課題やﾎﾟｲﾝﾄの確認
（発問）ﾉｰﾏｰｸになるためどんな工夫 ・発問により，生徒の発言で確認していくよう

をしましたか。 に進める。
◎整理運動・挨拶・片づけ ・協力してｽﾑｰｽﾞに進むように支援する。

別紙様式２－３ 学習指導案


